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第21回仏友会総会
　4月23日（土）恒例の仏友会総会が東京・大手町サンケイプ
ラザで開催された。出席者は、現役学生3名を含めて総勢59名
の盛況であった。
　藤倉会長の挨拶、金澤副会長の会務報告の後、会計・監査報告
が承認された。今年は、2年に一度の幹事改選の年だったが、今
回も藤倉会長以下、現在の布陣で継続することが承認された。こ
こで総会の部は終了し、続いて、川口先生から母校の近況報告を
いただいた。
　講演会の部では、原耕三氏（昭49）を講師に迎えて、『詭計の
正体　～ミステリーの発端は染井霊園の初恋～』との演題で1時
間半ほどお話しいただいた。内容は、氏が松本清張作『アムステ
ルダム運河殺人事件』を土台に構想した小説『アムステルダムの
詭計』が、昨秋見事に「福山ミステリー文学新人賞」（選者：島
田荘司氏）を射止めたのを機に、そこに至った経緯を語っていた
だいたもの。学生時代の西ヶ原の思い出や、フェルメールに関す
る薀蓄などを交えた、氏独特の飄々とした語り口に、会場はしば
しば笑いに包まれた。
　休憩の合間に、出席者一同が2グループに分かれての記念撮
影（写真下）を行った。現役学生3名は、昨年秋の外語祭のフラ
ンス語劇『美女と野獣』出演者代表の皆さん（La Belle役原菜月
さんら）。続く懇親会では、南仏産の赤白ワインのグラスを手に、
参加者たちは仏友会伝統の和やかな雰囲気と会話を楽しんだ。
　今回の講演内容に関連して、原耕三氏から原稿を頂戴したので、
以下に掲載させていただく。（幹事　中村日出男　昭49）
　

ミステリーの遠景には、いつも
西ヶ原キャンパスが……

原　耕三（昭49）
★仏友会総会前後★
　正直、講演会の依頼を受けたときは億劫だった。「まぁ、本の
宣伝になるかも」という淡い期待と、福山での表彰式の予行演習
のつもりで受諾した。いざ登壇すると、時間配分を間違えた。ミ
ステリーの醍醐味を伝えたくて「何故清張作品は繰り返し映像化
されるのか」「刑事コロンボがヒットした理由」などのテーマを
泣く泣くカットした。講演後大勢の同窓生に本を購入して頂き、
久々に同窓愛を堪能した。後日、感想や著作内の事実誤認を指摘
してくれる先輩もいた。
　翌５月には広島県福山市まで出かけ、「福山ミステリー文学新
人賞」の表彰式に参加した。受賞挨拶では ｢トークが関西弁で面
白い｣との反応を得た（本人は完璧な標準語の積りなので意外だっ
た）。島田荘司氏と再会し ｢なかなか、本が売れないんですよ｣

と訴えると「私のデビュー作も売れず散々だった」と慰められ「本
の売れ行きなど気にせず、次回作に集中的に取り組むように」と
助言された。氏はサービス精神も旺盛で、同行した家内に ｢作中
の女性画家は、奥さんがモデルでしょう｣ とヨイショしてくれた。
これで家内はイチコロ。自作の油絵をデジカメに撮って氏に送付
した。しばらくして氏から ｢素朴な美しい絵｣ との返信があった。
私は「素朴と云うのは微妙な感想だなぁ」と思うが、家内は ｢美
しい｣ との文言だけリピートし、にたにた笑っている。根っから
楽天的な性分なのだ。
　最大の喜びは、福山から帰京後だった。｢出版記念｣を名目に西ヶ
原時代の懐かしい顔ぶれが集まった。卒業後初めて再会する顔も
ある。F科に留まらず、クラブや当時の麻雀仲間まで輪が広がった。
有り難いことに、本を読んでハガキやメールをくれる同窓生もい
た。
★『アムステルダムの詭計』の評価、売れ行き★
　仏友会での事前販売や雑誌 ｢ジェイ・ノベル｣ に取り上げら
れ幸先は良かったのだが、初めて足を踏み入れる出版界は甘くな
かった。｢売りたい｣ 作家と ｢読みたい｣ 読者と、その間に ｢儲
けたい｣ 出版社、書店が介在する。それだけではない。名うての
書評家（自称・他称）も跋扈し、それぞれの思惑でマーケットに
参画する。読者は、移り気で他の読者や書評家の影響を受け易い。
新人作家はリーチが短く、なかなか読者の手元まで届かないのが
もどかしいところ。残念ながらまだ初版に留まり、重版には至っ
ていない。
　実際に手に取って読んだ方々からは概ね好評を得たが、手放し
で称賛という訳でもない。一部の読者の戸惑いは、作品の位置づ
けにあるようだ。作者としては、面白さテンコ盛りにしたい故に
様々な要素を組み込んだ。そのため作品範疇の整理に困難を覚え
る読者もいる。（本格ミステリーVS社会派推理小説、ミステリー
VS青春ストーリー、フィクションVSノンフィクション、美術史
ミステリーVS昭和戦後史ストーリー）『アムステルダムの詭計』
はミステリー小説なのだが、書店によっては美術棚、歴史棚に置
かれているらしい。
　ただ、幸いなことにNETでのレビューでは高評価が多い。ま

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

第 22回サロン仏友会のお知らせ
《講演とボジョレ・ヌヴォを楽しむ会》

 日　時：2016 年 11月 19日（土）午後 2時～ 5時
 会　場：本郷サテライト 3F ・7F 
 会　費：3,000 円
　　　　 2016 年分通信費（1,000 円）も同時に
　　　　 受け付けます。
≪講演≫　午後 2時～ 3時 15分
講　師：泉　登茂子氏（昭 49）

日本公認会計士協会千葉会　副会長
演　題：「コスモポリタン登茂子流生き方」
　　　　　～Aix-en-Provenceから始まった

　　“湧く湧く ”人生～
　外語を卒業して公認会計士？人生に
は曲がり角がいくつもあるものですが、
何がきっかけになるのか？泉さんの場
合、多くの人と交流することで、生き
る手段や考え方を身につけ、聞いてい
るだけで楽しくなるようなワクワク人
生を送ってこられたようです。

　時代を先取りして、しっかり前へ歩みを進めてこられ
た氏の道程を語っていただきます。
≪ワイン・パーティ≫　午後 3時半～ 5時
　個別通知：10月半ばまでに、メルアド登録の会員には
E-mail で、その他の登録会員には往復はがきでご案内しま
す。申し込み〆切は 11月 10日。
連絡先：藤倉洋一（昭 45）
　　　fujikura1639919@waltz.ocn.ne.jp
                        　Tel/Fax 048-822-4540 
　　　勝亦杏子（昭 46）
　　　anzuko@k08.itscom.net

昭和 45 年卒までの出席者と現役学生 昭和 46 年以降の出席者と現役学生

≪内海和夫さんの死を悼む≫　　　　　　　
　　　　　　　　　

　　　　　　　　　仏友会会長　藤倉洋一（昭45）
　5月の下旬、本会報誌の印刷をお願いしている松本印刷社の
松本社長と電話している際、仏友会幹事の内海和夫さんが5月
9日に亡くなっていたことを知らされました。故人の遺志で家
族葬にされたとのことでした（享年66歳）。
　内海さんは、長年肝臓を患っており、入退院を繰り返してい
ましたが、事業も、2年半前に松本印刷社さんへ譲渡されてい
ました。昨年の仏友会総会には出席されましたが、同年5月11
日の幹事会に出席されたのが最後となりました。
　故人は、外語大を2回（昭和49年ベトナム語科、昭和54
年フランス語科）卒業されており、その内海さんを初めて仏友
会に誘ったのは渡辺昌俊元仏友会会長です。渡辺さんによると、
故人は渡辺さんの知己主宰のベトナムの学会で、日頃の研究テー
マ「ベトナムの反仏独立運動と日本の支援」を発表され、ハノ
イや日本の新聞でも報道されたことがあったとのことです。
　仏友会にとって内海さんの最大の貢献は、2006年に田島先

た地元福山のFMラジオ局のインタビュアーから絶賛を受けたこ
とで売り上げが伸びベストテンにも入った。読者からのリアク
ションは無上の喜びだ。
★人生の不思議 (ミステリー )★
　西ヶ原キャンパスを巣立って以降の会社員生活は、ため息が出
る程に起伏の乏しいものだった。例外的に非凡な出来事は、オラ
ンダ駐在中の罹患である。当時の私は、脂の乗った47歳の航空
会社駐在員だった。精密検査のあと、オランダ人医師の噛んで含
めるような ｢キャンサー｣ 通告に茫然自失した。病室で独りにな
ると、突如襲われた不運に声を荒げ悪態をついた（汚い日本語で）。
罹病とは無縁の妄想に耽ることで、心細さや転移・再発の恐怖と
対抗しようとした。昭和40年にアムステルダムの運河で殺害さ
れた日本人駐在員の「トランク・ミステリー」は頭に残っていた。
事件を題材にした松本清張氏の著作も覚えている。平凡な人間が、
荒んだ心を抱え殺意を抱くに至る心情を思い遣った。妄想のどの
シーンにも、遠景にあるのは西ヶ原キャンパスだった。それだけ
外語時代の思い出は、その後の人生に強烈なしがらみを残したと
いうことだろう。
　帰国後、全日空の羽田空港勤務を最後に60歳で定年退職した。
会社員生活を振り返ると、真っ先に甦るのはアムステルダムの病
棟で抱いた妄想だった。その記憶を核として、清張作品やフェル
メールの贋作事件を絡めて妄想を再構成する作業は楽しかった。
妄想に輪をかけたのが『アムステルダムの詭計』である。幸運な
ことに本作は島田荘司氏の推薦を受けミステリー新人賞を頂い
た。
　誰にとっても人生の節目となる不運や幸運は、予想もしていな
い時に発生するものらしい。危機を忘れ慢心し油断していると、
前触れなく不運に襲われ悲哀に沈むことになる。また努力は報わ
れる筈と胸弾ませて待ち構えていても、やすやすと歓喜は訪れな
い。努力のあと汗が引いて、忘れてしまった頃降りてくるものの
ようだ。人生は不思議なミステリーに満ちている。
★遠景の西ヶ原キャンパス★
　老境に差し掛かった私たち夫婦の最大の関心事は健康問題だ。
ウォーキングに精を出すのを日課にしている。途上の河原で急
に無口になる（と家内が指摘する）。妄想に耽っている時だろう。
妄想の中から次回のミステリー・ネタ(サラリーマン・ミステリー)
を考えている。どのシーンにも必ず、背景に西ヶ原キャンパスが
浮かぶ。

生追悼文集『LE TEMPS PASSE…』を出版した際、編集委員と
して活躍され、印刷・製本を一手に引き受けて頂いたことです。
また、2008年に仏友会会報誌LA NOUVELLEを創刊できたのも、
内海さんのご協力があったからこそです。さらに、仏友会の枠
を超えて、東京外語会の会報委員としてご活躍され、印刷・製
本を請け負っていたこともあります。
　内海さんは仏友会幹事会の中で最古参でしたが、物静かで穏
やかな性格で、誠実に取り組んでおられ、ピンポイントで貴重
なご意見を述べておられました。衷心より感謝申し上げたいと
思います。
　安らかにお眠りになりますように、心からご冥福をお祈りい
たします。合掌。
　仏友会幹事会は今春の総会で、さらに2年現体制で運営を継
続することを皆さんよりご承認いただきました。今般、内海さ
んを欠くことになりましたが、残った幹事が力を合わせて、仏
友会をさらに充実したものにしたいと考えておりますので、会
員の皆様の暖かいご支援をお願い申し上げる次第です。

（6月11日記）

スクリーンを使用しての講演会風景



ントされることになりました。以降、1999年にリセ・アンテル
ナショナルに就職するまで、ずっとグランゼコールで日本語を
教えました（非常勤）。それでも40.5年間という納付義務年限
だと、満期は2020年 6月まで待たないといけないのです。こ
こで助かったのは、育てた子ども1人につき2年分を免除する
という規則。フランス人の夫との間に子どもが3人いますので
6年分免除になり、2014年6月で満期になりました。しかも更
に嬉しかったのは、3人以上子どもを育てた女性は年金額が(a)(b)
とも10パーセント増しになることです。義姉から「あなたは子
ども3人で良い投資をしたわね」とからかわれますが、このよ
うなところにもフランスの家族政策の一端が窺われます。
　年金から社会保障費が毎月6.6％天引きされる事（健保込み）、
所得税で14％持っていかれる事も忘れてはなりません。私の手
取り受給額で独身者が一人で生活すると想定したら、パリの19
区か20区にステュディオを借りて贅沢をしなければやっていけ
る程度です。なお、リタイアの手続きはというと、公的年金公
庫のサイトに各自がアカウントを作って、退職希望日の4か月
前からネット上で行います。
　周囲の年金生活者（Retraité）たちは、退職によって自由を取
り戻した事を何より喜んでいます。自分の生活を、全部自分の
手に取り返したんだ、と。フランス人の自由の意識の高さを再
認識させられます。

≪パリ便り≫

フランスでリタイアに漕ぎ着けて
齋藤総子（昭49）

　私は学部から大学院に進学、院の2年生
だった1976年にフランス政府給費留学生
としてパリ第4大学のマスターコースに入
学しました。以来、休暇以外は日本で暮ら
すことなく今日に至っており、今秋をもっ
て滞仏生活40年を迎えます。ソルボンヌ
の学位取得、結婚、出産と育児、就職など
人生の節目となる大事件をすべてフランスで体験してきました。
でも、日本に生まれ26歳まで日本で過ごした自分の価値観や行
動規範は、やはり日本人のものだと感じています。
　さて、人生の大事件という言葉を使いましたが、近年またも
う一つの大事件を体験しました。それは2年前にようやくリタ
イアに漕ぎ着けたことです。それで、今回はフランスでの定年
退職の制度について、私のケースに即してお話してみたいと思
います。
　1999年から15年間勤めたリセ・アンテルナショナル（パリ
西北郊外サンジェルマン・アン・レー市にある公立国際学園）
の日本セクションの主任のポストを定年退職したのは、2014年

9月です。遠い郊外への通勤が負担になりだした2013年の頃か
ら、リタイアを考え始めました。
　ここで、フランスのリタイア制度について要点のみ記します。
1. まず年金受給の権利が発生する年齢。どこの国でも引き上げ
の政策が取られているようですが、フランスでは1955年以降
に生まれた人は62歳、それ以前に生まれた人は旧制度のまま
で60歳です。2. 次に、保険料納付の義務年限。これも生まれ
年によりますが、1950年生まれだと40.5年間で満期（私の場
合）。段々に引き延ばされて1973年以降だと43年間になります。
3.　最後に年金額の計算方法。(a) 公的年金公庫（CNAV）が給
付する基礎年金の年額は次の通りです。1.の義務年限をクリア
した人の場合、働いていた期間の最高給与額（年額）25年分の
平均額の50％。義務年限をクリアしていない場合は、不足分の
%を差し引かれます。(b) 補完的年金公庫（法人団体、Retraite 
complémentaire）が給付する補完的年金の年額は、毎月の給与
から天引きでポイントが溜まり、1ポイントの金額が明示される
ので自分で計算できます。年金はこの (a) (b) 2つの部分から成
り立っており、両方への加入と保険料納付が義務です。
　私は長男の生まれた1980年から働き始めました。しかしこ
の年は通訳を1度やっただけで保険料納付の年間最低額に達し
ません。が、育児手当を毎月支給されていたので、国が代わっ
て保険料を負担してくれており、1980年から納付年としてカウ

仏友会の「通信費」について

＝通信費という名の 「維持 /賛助費用」 ＝

仏友会副会長　金澤脩介（昭43）
　「仏友会」という会に年会費が無く、「通信費」のみ存在する
ことを奇妙に思われている方もいらっしゃると思いますので簡
単に説明させて頂きます。
　「通信費」（年間1,000円）につきご理解とご協力を頂き、仏
友会の基盤強化、維持発展をサポートして頂ければ幸いです。
　戦前からの仏友会の経緯を良くご存知だった故田島宏名誉教
授（元仏友会会長）によれば、仏友会は東京外国語大学（東京
外国語学校、東京外事専門学校時代を含む）でフランス語を学
んだ人達（卒業者、中途退学者、教職員など関係者）の自由な
集まりの場であり、気軽に意見交換出来る懇親の場であったと
のことです。つまり、「クラス会の延長のような「親睦会」とい
うことだった」そうです。従ってすべての会員がいつでも気軽
に参加出来るように会費を徴収しないというのが大前提とのこ
とで、会則（＊）にもそのように規定されています。
　現状、仏友会参加費用は春の仏友会総会（4月にサンケイプラ
ザで）5,000円、秋のサロン仏友会（11月に本郷サテライトで）
3,000円を頂戴しております。これは開催のための必要経費で、
右から左という具合で「収支トントン」、極力赤字にならないよ
うに幹事一同腐心しています。
　年2回（4月と10月）発行している会報誌LA NOUVELLE作
製費用（用紙代、印刷代、郵送料など）を賄うための必要経費
として、仏友会「登録会員」の皆様から「通信費」を頂いてい
るものです。同時に仏友会の運営/維持費用としても充当され

昔日の青春

　80年のタイムカプセルを開ける　12

坂井英俊（昭40）
　昭和9年の学内キャンパス、語劇成功の喜びに沸く学生の姿
を垣間見てみよう。これは11月、語劇「アルルの女」上演に思
いがけぬ大成功をみて「足の踏み場も知らぬ喜び」状態を伝え
た渡辺恒夫氏と、当時の新入生・大川彦一郎氏の日常生活の報
告である。
　＜折あしく感冒が流行し、大切な杉君、家島君らがやられた
時はどうしようかと思いました。全く劇の済むまでは自分の体
が自分のものではなかった気持ちで、皆がウガヒ水で咽喉を洗
ひ洗ひやったのです。しかし劇が終わると、多数のフランス人
が楽屋に飛び込まれて “Mes compliments, mes compliments ! ”
を投げてくださった時、嗚呼諸君！我らの得意思ふべし、百日
の辛苦も一朝として報ひられたのです！　滝村先生からも、丸
で外国人がやった様だと分に過ぎたお誉めの言葉を頂きました。
終わった夜、鷲尾先生には、お詫びしてよいやら、お礼を言っ
てよいやら、皆で「有難う」と頭を下げました。またヌエット
先生は始めから終りまで親切に、困るところはないか、難しい
ことはないか、と救助して下さいました。増田先生には御床中
にも拘わらず劇の心配をされて激励のお手紙を下さいましたこ
と、皆に代わって御礼の言葉を申し上げさせて戴きます。大森
先生、貴志先生には寒い夜の練習を見て戴いたり、大森先生か
らは楽屋一同御馳走をいただきました。扨、私たちの拙い「ア
ルルの女」の上演に当たって、こんなに沢山な温情と声援を与

へて下さった諸先生方の他に下級生諸君の親身の御援助に対
して深く深く感謝して筆を擱きたいと思ひます。＞
　遠い遠い昔の青春である。ひとつになって燃え上がったみ
んなの心、ささやかながら美しい師弟の絆、その現場。また
同年12月新入生・大川彦一郎氏の投稿からは、＜すべてが楽
しかった。日本一の先生方にフランセを教はり、完備した図
書館で午後の一時を過ごし、家に帰っては身の疲れを一風呂
に流すことは王様の生活だった。クローバーの敷物の上、五
月の青空を視野一面に入れて私達が語り合ふのは勿論フラン
セのことだった。校舎はバラックだ。けれど私は再び声を大
きくして言はふ「僕らは幸福だ」。＞
　純真な「お坊ちゃん」の青春そのものである。が、幼年期
より仕込まれた「国のため大義のために一身を呈する」とい
う崇高な自己犠牲の決意を心底に湛えた彼らの倫理観が強く
高かったことは否定できないし、彼らが純真であればあった
ほど、戦争という大愚大罪がいかに無残なものであったかが
思い知らされる。キャンパスは表向きこうした「思想的無菌
状態」に隔離されており、この「お坊ちゃん」状態が終われば、
彼らはほどなく「名誉の出征令」を賜り、軍国の剣闘士にさ
れることを知っていた。「名誉の出征」、万一これを拒絶すれ
ば「米食い虫・非国民」と罵られ「裏切り者」として家族と
もども世間の憎悪に圧迫され、本人は間もなく戦死率の高い
最前線へ送られるのが常だった。それを知っている学生たち
は、避けようのない自分の戦死を「納得・意味づけ」しようと、
哲学的煩悶にさいなまれた。
　忌まわしき「軍国日本」の熟成期。この年、日共の野呂栄

太郎は品川署で拷問死、文部省は学生部を拡充して「思想局」
を設置。また海軍兵器製作大阪機械製作所の争議では、900名
が高野山に籠城して壊滅。4月には美濃部達吉を「天皇機関説」
で告発、帝国在郷婦人会は「機関説排撃」のパンフを配布と、
世界も日本もあざとい軍部独裁の修羅場となっていた。
　マスコミは徴兵により有能な人材を失い情報源を絶たれてゆ
く。敗戦間近な国家におけるマスコミとは、基本的な使命を放
棄し軍の要請を機械的に報道する道でしか、公には存続できな
い。軍部はマスコミを圧殺し軍の機関紙に作り変えようとする。
「当時のマスコミは国民に景気のよいウソばかりを伝えた」と、
今も批判されるが「景気の良い記事」を勇んで買い求め「不吉
な真実」を忌避したのは軍だけではなく、実はかけがえのない
肉親や愛する友の戦死を無駄にしてはならぬと祈る、国民自身
の悲痛な心情からでもあった。
　苦しい戦争に加え、哀れな日本の民には、さらなる貧困と自
然災害とが追い打ちをかける。東北地方では冷害と凶作から、
行き倒れ・自殺・欠食児童が増加、そして娘の「身売り」。翌
８年の夏には、三陸海岸大地震と津波が1535人の命を奪った。
焼死者10万人の東京大空襲や死傷者数十万人の原爆投下が後に
控えていることさえ知らず、国民は戦勝だけを祈っていた。
　そんな時代を背後にしていたからこそ、彼ら学生にとっては、
精魂こめての語劇や、楽しい学び舎と恩師は、なにものにも代
えがたい、人生の至宝であったろう。終戦後も、彼らの思いは脈々
と受け継がれ、今も東京外国語大学祭の語劇は秋空の下、華や
かに誇らしく開催され続けている。霊魂というものが見ている
なら、その喜びやいかばかりであろうか。  　　（次回へつづく）
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外語大フランス語専攻の「遺伝子」

谷川徹三（平12）
　梅謙次郎。その名を知らない法曹は日本にい
ません。今，私は東京で弁護士をしていますが，
日本民法の父とも呼ばれる偉人が1880年卒の
先輩であることを知ったのは，恥ずかしながら
2000年に卒業した後のことでした。梅先輩以
外にも偉大な先輩は大勢いらっしゃいますが，
外語大フランス語専攻の「遺伝子」を継ぐ偉大な先輩方と同窓
であることを誇りに思います。同窓生の数，総合試験に代表さ
れる独自のカリキュラム，授業の厳しさなどを考えると，幸運
にも外語大フランス語専攻でフランス語教育を受けられたこと
は，かなり特殊な人生経験であり，私の人生において非常に大
きく貴重な財産となっています。私は，紛争を予防・解決する
ことを仕事としていますが，弁護士の仕事をするうえで，自分
の頭のなかにある概念を適切に伝達することは，極めて重要な
意味を持ちます。裁判所がこちらの主張を理解したり，重要な
事柄を依頼者に説明したり，利害が対立する相手方から譲歩を
引き出したりするには，こちらの考えをうまく納得させるよう
に伝達する必要があります。フランス語の学習も概念の伝達能
力に磨きをかけることにほかならないことですが，外語大フラ
ンス語専攻の「遺伝子」を持つ者として，その名に恥じぬよう日々
能力の向上に努めております。同じ「遺伝子」を持つ仏友会会
員の方々と交流できることに感謝いたします。今後ともよろし
くお願いいたします。

ています。
　また、送金手数料（仏友会負担、送金額より80円 /120円が
差し引かれて通信費が入金されます）を出来るだけ節約したい
ということから、仏友会ご出席時に現金でお支払頂くか、（送金
手数料無料の）ゆうちょ銀行にお持ちの口座からお支払頂くと
か数年分（例えば5年分5,000円）をまとめてお支払頂くと大
変助かります。
　仏友会が「通信費」によって支えられていることをご理解頂き、
お知り合いの方々に口コミによる広報で、更なる「登録会員」（住
所等連絡先を仏友会に通知し、年間1,000円の通信費を負担す
る会員）の拡大にご協力下さいますようよろしくお願い申し上
げます。

　＊「東京外語仏友会会則」　第五条（会費）“会費はないが、
幹事会の定める通信費その他を予め納入することによりイベン
トの開催等につき個別に通知を受けることができる。総会など
の会場費、飲食費などは出席者が分担とすることを原則とする。”

仏友会会計報告


